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1．はじめに 

干潟は，海岸に形成される勾配が緩やかな砂地あるい

は泥地であり，満潮時と干潮時で水没と干出を繰り返す

領域である．干潟は生物多様性の維持保全機能に加え，

水質浄化機能や防災機能などあらゆる面で重要である．

しかし，高潮や日々の波浪の影響を受けやすく，その結

果生じる干潟の地形変化が生態環境に影響を及ぼすとの

報告もあるため，干潟の環境保全・再生に対する気運は

高まっているといえる．  

愛知県西尾市の前島と対岸との間でトンボロ現象の生

じる自然干潟（通称：前島トンボロ干潟）では，近年，

地元の漁協関係者から当該干潟の地形が変化していると

の報告がある．また，この地形変化の影響で干潟の水質

浄化機能の低下や，生物・物理環境の変化により採貝漁

業などの水産業に影響が出てしまうことが懸念されてい

る．また，近年の前島トンボロ干潟を対象とした調査や

研究により，当該干潟の地形変化や表層砂に関する特性

の把握は進みつつあるといえる．しかし，前島トンボロ

干潟に関する過去の資料は少なく，長期的な干潟の特性

の把握は十分に行われていない．そこで本研究では，地

層の詳細観察が可能な定方位地層サンプリング法であり，

干潟のような含水率の高い土砂の採取に適しているハン

ディジオスライサー（長さ1m）を用いて鉛直コアを採取

し，干潟堆積物調査を行うことで，前島トンボロ干潟の

表層土砂の鉛直分布構造と，地形変化の関係について考

察を行った． 

2．調査・分析方法 

 鉛直コアの採取は，2018年 8月 28日，9月 26日，10

月25日の3日間，干潟が出現する干潮の時間帯に行った．

また，採取地点における東京湾平均海面（Tokyo Peil：T.P.）

からの高さ（標高）を取得するため，田畑ら 1)の手法を

参考にUAVを用いて前島トンボロ干潟の空撮・平面地形

計測を行い，DEMデータ（UAV-DEM）を取得した．UAV

による空撮は鉛直コア採取と同日に加えて，2018年8月

11日，9月 8日，10月 12日にも行い，およそ 2か月半

の標高の変化を把握した． 

また，対象干潟全域に対して 8箇所（図-1）で，約1m

の鉛直コアを採取し，それを 10cm 相当厚毎に分割して

分析を行った．まず，すべての採取地点の深層で貝殻遺

骸が確認されたため（図-2），全体の土砂質量とふるい

分けによって分離された貝殻遺骸の比を算出した．また，

目開き 75μm のふるいを通過した砂粒子はほとんど確認

できなかったため沈降分析は行わず，ふるい分析のみを

行い，評価指標として中央粒径と均等係数を算出した．  

3．分析結果 

深層部で確認された貝殻遺骸は元の光沢や色彩が失わ

れ，白色化していた．また，かなり脆い状態のため，細

粒化しているものも多く確認できた．この貝殻遺骸は明

らかに風化が進んでおり，古くに堆積していたことが推

察できる．前島トンボロ干潟を管理する漁業協同組合の

組合長の話では，過去50年で広範囲に貝殻遺骸を埋めた

ような記録はなく，深層で貝殻が頻出する原因は不明で

あった．また，貝殻がかなり古いものであることから，

頻出する層から下層は少なくとも過去 50年以上の間，地

形変化の影響を受けていないものであると推測できる． 

また，UAV-DEM から採取地点における調査期間内で

最も標高が低い値を抽出し，採取した 8 箇所で，広範囲

かつ最も地形変化が生じている地点を含む 4 箇所（図-1

の No.1，No.2，No.5，No.6）の鉛直方向における貝殻遺

骸の含有率分布と期間内最低標高の関係を図-3に示す． 

グラフの右上の図は，前島トンボロ干潟の略図であり，

鉛直コア採取地点を示している．貝殻遺骸はすべての鉛

直コア採取地点において 14%以上頻出する層が見られた．

図-2 貝殻遺骸の様子 図-1 鉛直コア採取地点 

（ナンバリングは採取順） 
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また，全体の傾向として鉛直コア採取時の表層から実線

まで貝殻遺骸の含有率は低い値を示し，実線より下部に

おいて貝殻の頻出が確認された．地形変化の激しいNo.6

においても，貝殻が最も頻出する層まで地形変化は達し

ておらず，地形変化が少ない地点のNo.1，No.5において

は，深層部まで低い値を示した後，急激に高い値を示し

た． 

図-4に各地点の鉛直方向の中央粒径の変化を，図-5に

各地点の均等係数の変化を示す．また，貝殻遺骸が頻出

した層のひとつ上の層を実線で示す．中央粒径は，ほぼ

すべての採取地点で表層から貝殻の頻出する地層まであ

まり変化せず，その後，貝殻の出現する層を境に中央粒

径は粗くなった．また，図-5 より，貝殻出現層を境に値

が大きくなっている地点が多く確認できた．これらの結

果から中央粒径，均等係数ともに，貝殻の頻出する層が

多大に影響していると考えられる． 

4．考察 

本研究では，ジオスライサーを用いて，前島トンボロ

干潟の干潟堆積物調査を行った．以下に，分析結果から

前島トンボロ干潟の地形変化と土砂特性の関係の考察を

示す． 

貝殻出現層と当該干潟の地形変化に密接な関係がある

と考えられる．これは，鉛直コア採取地点の標高の変化

が貝殻出現層に達していなかった点や，本研究で出現し

たような脆い貝殻はかなり古い貝殻である点からも，干

潟全体に広く分布した貝殻出現層より上部が干潟で長期

的に繰り返す侵食，堆積の影響を受けることが可能な部

分であると推察できる．また，貝殻出現層を境に土砂特

性が大きく変化する地点が多く存在したため，この貝殻

が表層に出現することが前島トンボロ干潟における粒度

組成などの環境条件の変化の目安のひとつとなるのでは

ないかと考えられる． 
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図-4 中央粒径と貝殻出現層の関係 

(a) No.1               (b) No.2 

(c) No.5                (d) No.6 

図-3 貝殻遺骸含有率と地形変化範囲の関係 

(a) No.1               (b) No.2 

(c) No.5               (d) No.6 

図-5 均等係数と貝殻出現層の関係 

(a) No.1               (b) No.2 

(c) No.5                (d) No.6  
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